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「高齢者人口の推移」 　〔単位：人〕

（実績）

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年

(2021年） (2022年） (2023年） (2024年） (2025年） (2026年）

57,726 56,535 55,601 54,750 51,809 50,563

33.5% 33.0% 32.6% 32.3% 31.4% 31.0%

58,321 58,125 57,958 57,777 57,182 56,757

33.8% 33.9% 34.0% 34.1% 34.6% 34.8%

56,431 56,911 56,949 57,129 56,237 55,978

32.7% 33.2% 33.4% 33.7% 34.0% 34.3%

65～74歳 28,553 27,139 25,616 24,089 22,605 21,707

全人口比 16.6% 15.8% 15.0% 14.2% 13.7% 13.3%

75歳以上 27,878 29,772 31,333 33,040 33,632 34,271

(全人口比) 16.2% 17.4% 18.4% 19.5% 20.4% 21.0%

※１　実績：各年９月末時点の住民基本台帳人口（外国人含む。）

※２　推計：令和７年以降は住民基本台帳人口によるコーホート変化率で算出

「高齢化率の推移」

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年

65歳以上 32.72% 33.17% 33.40% 33.67% 34.04% 34.28%

65～74歳 16.55% 15.82% 15.02% 14.20% 13.68% 13.29%

75歳以上 16.16% 17.35% 18.38% 19.47% 20.35% 20.99%

１．佐倉市の高齢者人口

第８期計画 第９期計画

172,478 171,571 170,508 169,656 165,228 163,298

区分
（実績） (推計）

40歳未満

40～64歳

65歳以上

全人口比

全人口

全人口比

全人口比

32.72% 33.17% 33.40% 33.67%
34.04%

34.28%

16.55%
15.82%

15.02%
14.20%

13.68% 13.29%

16.16%
17.35%

18.38%

19.47%

20.35% 20.99%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 令和８年

65歳以上 65～74歳 75歳以上
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２．進行管理・点検評価の実施

（１）進行管理・点検評価の実施方法について

　「佐倉市高齢者福祉・介護計画」は、佐倉市の高齢者福祉及び介護保険事業運営にかかる基本
理念・基本目標を定めるとともに、その実現のための施策を定めるため策定する計画です。

　　　　　第９期計画　計画期間：令和６年度から令和８年度まで

　本計画に基づく施策・事業の進行管理については、公募市民や医療、福祉、介護、学識の各分
野から選出された委員で構成されている「佐倉市高齢者福祉・介護計画推進懇話会」に実施状況
等を報告し、評価や点検等をいただいています。

　懇話会の評価やご意見等は、適正な事業の実施や事業内容の見直しなど、円滑な計画の実施に
向けて活用させていただいています。

基本理念 みんなで支え合い、よろこびが生まれる都市・佐倉

基本目標
　可能な限り住み慣れた地域で日常生活を営むことが

　できるよう、地域包括ケアシステムの構築、推進を図る。

　● 施策評価
　はじめに、各施策について年度末時点の進捗状況を把握し、その評価を行います。
 
　　①取組みに指標（計画値）があるものは《測定評価》を実施
　　②取組みに指標がないものは、《進捗評価》を実施

　その結果を各章ごとや重点施策等に区分し、結果を集計します。

　●重点施策評価
　次に、重点施策について、評価を行います。
　第９期計画の重点項目でありますので、その自己評価結果及び課題、対応策を明確にします。

　以上のとおり、施策評価、重点施策評価、年度の評価（総合）を行います。

　介護保険法には、要介護状態等となることの予防や介護給付等に要する費用の適正化への取組
み等について、自己評価し、その結果を公表するよう努めると規定されています。
　第９期佐倉市高齢者福祉・介護計画は、各種施策の進捗状況が把握できるようするため、でき
るだけ数値等の指標を採用するようにしていますが、取組み内容によっては数値等が採用できな
いものがあります。
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（２）令和６年度　進行管理（進捗状況）について

●指標の計画値　「有」の場合

年度 計画値 実績値 測定

通し№ R６ 50 45 90.0%

R７ 55 50 90.9%

R８ 60

●指標の計画値　「無」の場合

年度 進捗

通し№ R６ 〇

R７ △

R８

A B C D A B C D A B C D

通常3 1 0 0 0 1 1 0 0 2 1 0 0

重点32 12 12 3 1 2 2 0 0 14 14 3 1

35 計 13 12 3 1 3 3 0 0 16 15 3 1

通常42 6 6 0 1 14 15 0 0 20 21 0 1

重点37 18 5 0 2 7 3 1 1 25 8 1 3

79 計 24 11 0 3 21 18 1 1 45 29 1 4

通常 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重点16 3 2 1 0 7 2 1 0 10 4 2 0

16 計 3 2 1 0 7 2 1 0 10 4 2 0

40 25 4 4 31 23 2 1 71 48 6 5

130 施策 73 57 130

【令和６年度　進行管理（進捗状況）の概要】

75.0～
99.9％

設定無

   令和６年度の施策１３０件の取組の進捗状況を、通常施策と重点施策、指標（計画値）の有無で区分し
て、その評価を次の表のとおり集計しました。
　なお、進捗の評価（実施結果）は、表のとおりA ・ B ・ C ・ Dに 区分し、集計したものを「評価 計」として
います。

実施結果

指標　有　施策 指標　無　施策

×
低調

優良
50.0～
74.9％(自己評価)

100％以
上

やや
低調

低調

第２章

第３章

実施状況の内容や成果、課題や実施できない場合の
状況等を簡略に記入

〇〇〇〇事業 利用人数（人）

記入済

取組名 指標名 事業に対する概要

各施策の進行管理（進捗状況）は、次のとおり実施しました。

※取組名（事業）ごとに評価を行い、１つの取組名（事業）で指標が複数の場合は、測定結果の平均値を基本として集計していま
す。

事業に対する概要

良好
◎

優良
〇おおむね

良好
△やや
低調

評価　計

記入済

実施状況の内容や成果、課題や実施できない場合の状況等を簡略に記入

合　計

　指標 有 施策では、進捗の評価（実施結果）A が54.8％（40/73）と最も多く、指標 無 施策でも、 Aが54.4％
（31/57）と最も多くなっています。130の施策全体（「評価 計」）では、B以上が91.5％（（71+48）/130）で、CやDは11
施策です。
　令和５年度の実績（6ページ）と比較すると、指標 有・無ともにAが増加する一方で、Dの増加が見られますが、令
和６年度については、全体として優良、良好の割合が多いことから施策・取組は堅実に進められているものと判断
します。

第１章

取組名 指標名

〇〇〇〇事業

50％
未満

↑ 実績値/計画値の割合（自動判定）

↑ 進捗状況を選択 ◎優良 〇おおむね良好 △やや低調 ×低調
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　第９期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価シート

取組 第９期計画における具体的な取組

目標 第９期計画における事業内容、指標等

結果

①
自
立
支
援

、
介
護
予
防

、
重
度
化
防
止

（３）令和６年度　重点施策　の評価(課題・対応)について

取組№24・27

取組№

結果
　協議体の設置及び運営　協議体　開催回数：34回
　地域ケア推進会議の実施　地域ケア圏域推進会議　開催回数：10回

1

2

2

章

　地域活動への参加の促進
 （施策1-3　介護予防の総合的な推進）

第１章　-３-（1）

目標

1

取組
　地域における包括的支援体制の整備
  (施策2-5　在宅生活を支える体制の充実)

第２章　-５-（1）（2）

取組№85・88

課題と
対策

　地域における包括的支援体制の整備
  (施策2-７　地域包括支援センターの運営)

第２章　-７-（2）（4）

取組№107・108

課題と
対策

・協議体の開催回数について、地域の集まりの場に生活支援コーディネーターが出向き
地域課題の共有・検討を行った。

取組

・地域包括支援センターにおいて高齢者の介護や見守り、認知症など様々な内容の相談
対応を行った。相談数は増加傾向にあり、センターの負担軽減や人員の確保に努める必
要がある。

取組

実施内容

課題と対策

項目
番号

区分

取組
第１章　-１-（3）

取組№5・13
　地域活動への参加の促進
　（施策1-1　生きがい支援）

・目標値には届かなかったが、シルバー人材センター補助事業の就業延人数は前年度
に比べて増加があった。
・今後とも、高齢者の地域活動への参加の促進及び、雇用の拡大、安定を図るため引き
続き、各団体への支援を継続していく。

課題と
対策

目標

結果
　高齢者クラブ活動支援事業　単位クラブ数：42クラブ
　シルバー人材センター補助事業　就業延人数：96,495人

　高齢者クラブ活動支援事業　単位クラブ数：44クラブ
　シルバー人材センター補助事業　就業延人数：108,000人

　相談体制の充実と相談機関の連携　総合相談　相談件数：6,259件
　専門職による介護支援専門員の支援体制　介護支援専門員  相談件数　865件

結果

　地域介護予防活動支援事業　介護予防ボランティア養成　新規養成者数：30人
　生活支援体制整備事業　　　　週1回以上活動する通いの場：115か所

結果
　地域介護予防活動支援事業　介護予防ボランティア養成　新規養成者数：26人
　生活支援体制整備事業　　　　週1回以上活動する通いの場：85か所

課題と
対策

・目標値には届かなかったが、介護予防ボランティアの新規養成数及び週1回以上活動
する通いの場ともに前年度と比較して増加している。就労等高齢者の社会参加が多様化
している中で、地域活動への参加をどのように行っていくかが課題。引き続き地域活動が
継続していけるよう、周知及び団体支援を図っていく。
・通いの場の数の増加に向けて、新規団体の立ち上げ支援、既存団体の継続支援を実
施した。

目標
　相談体制の充実と相談機関の連携　総合相談　相談件数：6,170件
　専門職による介護支援専門員の支援体制　介護支援専門員  相談件数　940件

目標
　協議体の設置及び運営　協議体　開催回数：30回
　地域ケア推進会議の実施　地域ケア圏域推進会議　開催回数：10回
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施策 第９期計画における具体的な取組

目標 第９期計画における事業内容、指標等

結果 実施内容

課題と対策

②
介
護
給
付
等
費
用
の
適
正
化

項目
番号

区分

目標
　サービスの質の担保　集団指導回数：1回、運営指導回数：20回
　介護給付適正化事業の取組　ケアプラン点検の実施数：20件

　施策2-2　認知症にやさしい佐倉の推進
第２章　-２-（1）（3）

3

課題と
対策

・認知症の人と関わることの多い小売業・金融機関・公共交通機関等の従業員、こども、
学生に対する養成講座の拡大が必要。積極的に認知症サポーター養成講座の周知を進
める。

第３章　-１-（2）

取組№51・63

目標
　認知症サポーター養成講座　開催回数：40回、受講者：1,000名
　介護者のつどい　開催回数：40回、延べ参加者数：400名

取組№

4

取組№118・119・122

取組
①
自
立
支
援

、
介
護
予
防

、
重
度
化

防
止

章

課題と
対策

・集団指導・運営指導ともに計画的に進められた。
・ケアプラン点検等については、介護支援専門員の新規雇用に伴い、引継ぎの遅れから
目標件数に達しなかったが、国保連合会提供の給付実績データを活用し、効率的なケア
プラン点検を進めていく。

　介護職員初任者研修修了者：24名　　介護支援専門員等資格取得補助：8名
　介護現場の職場環境の改善（介護ロボット、ICTの活用等による業務効率化等）

　介護職員初任者研修修了者：19名　介護支援専門員等資格取得補助：4名
　事業者からの指定申請等に、電子申請届出システムの受付開始

取組
第３章　-２-（1）（2）

取組№128・129・130

取組 　施策3-1　介護保険制度の適正な運営

結果
　認知症サポーター養成講座　開催回数30回、受講者1,454名
　介護者のつどい　開催回数：40回、延べ参加者数：248名

結果
　集団指導回数：1回、運営指導回数：21回
　ケアプラン点検の実施数：15回

5

課題と
対策

・介護支援専門員等の支援について、令和７年度からは資格取得に加え資格更新に関
する補助を開始。事業の周知に努め補助事業を実施することで、市内介護サービス事業
所等の介護支援専門員等の確保・定着につなげる。
・電子申請を活用する事業者が少数であることから、事業者への周知を進める。

目標

結果

　施策3-2　介護人材の確保と業務効率化
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A B C D A B C D A B C D

通常21 5 4 8 0 2 2 0 0 7 6 8 0

重点16 3 4 5 2 1 1 0 0 4 5 5 2

37 計 8 8 13 2 3 3 0 0 11 11 13 2

通常45 10 4 1 0 18 11 1 0 28 15 2 0

重点22 3 1 1 0 8 9 0 0 11 10 1 0

67 計 13 5 2 0 26 20 1 0 39 25 3 0

通常 4 0 0 0 0 3 1 0 0 3 1 0 0

重点13 1 0 1 0 7 2 2 0 8 2 3 0

17 計 1 0 1 0 10 3 2 0 11 3 3 0

22 13 16 2 39 26 3 0 61 39 19 2

121 施策 53 68 121
※令和６年度実績の施策評価とは、評価項目、指標が異なります。

〇令和５年度実績の評価（総合）の状況　　抜粋

50.0～
74.9％

優良 良好

第２章

50％
未満

◎
優良

参考資料

区分 指標　有　施策 指標　無　施策 評価　計

実施結果

(自己評価)
100％以

上
75.0～
99.9％

第３章

合　計

　令和５年度、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に位置付けられ、基本的な感染対策が個人や事業主の判
断にゆだねられるようになりました。
　令和５年度の各施策の進捗状況をみると、コロナ禍以前のような市民参加等が得られない状況が見受けられ、
３年余りにわたった感染症による社会生活自粛の影響は大きかったと考えられます。
　定年延長や高齢者の再就職が進むなど、社会構造の変化もあり、高齢者の地域活動への参加が減少傾向にあ
るものと思われます。介護予防活動団体など活動の縮小が懸念されることからさらなる支援等が必要な状況で
す。
　令和５年度の市民と連携した施策、取組みの進捗状況については、コロナ禍以前への回復傾向が見られます
が、その動きは緩やかなものとなっています。
　佐倉市の令和６年３月末の高齢者人口は、５万６千９８９人、高齢化率３３．５％、高齢者数の増加に加え、一人
暮らし高齢者や高齢者のみ世帯の増加が見込まれる中、住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができる
地域包括ケアシステムの構築、深化が急務となっています。

〇おおむ
ね良好

△やや
低調

×
低調

やや
低調

第１章

低調

〇令和５年度実績の施策評価の状況

6



（４）令和６年度　評価(総合)について

　認知症にやさしい佐倉の推進については、認知症サポーター養成講座を、小中学校、高校等や自治会等、介護
事業所や民間事業所等の他、一般市民等様々な団体向けに実施したことで、受講者数を大きく増加することがで
きました。認知症の方との共生が求められる中で、認知症の方と関わることの多い小売業・金融機関・公共交通
機関等の従業員、こども、学生等に対して積極的に周知を進め、認知症に対する正しい知識と理解を深める取組
みをさらに推進する必要があります。

　感染症による社会生活自粛の影響が残る中ではありますが、重点施策となっている地域活動への参加の促進
については、目標値には届かなかったものの、前年度と比較して増加がありました。生産年齢人口の減少に伴う
定年延長や高齢者の再就職が進むなど社会構造の変化により、高齢者の地域活動への参加が減少傾向となる
ことが懸念されることから、引き続き支援を継続していく必要があります。

　介護人材の確保と業務効率化については、目標値に届かなかったものの、介護支援専門員等の支援について
令和7年度からは資格取得に加え、資格更新に関する補助を開始しています。事業の周知に努め、さらなる取組
の改善、強化を図っていく必要があります。

　令和５年度に新型コロナウイルス感染症が５類感染症に位置づけられて以降、各種施策の進捗状況について
は回復傾向にありますが、一部にはコロナ禍以前のような市民参加が得られない状況が見受けられます。

　地域における包括的支援体制の整備については、概ね目標値を達成することができました。高齢者数の増加に
加え、一人暮らし高齢者や高齢者のみ世帯の増加が見込まれる中、高齢者の方が住み慣れた地域で安心して暮
らし続けることができる包括的な支援体制のさらなる推進が必要となっています。

　介護保険制度の適正な運営については、集団指導・運営指導ともに計画的に進めることができましたが、ケアプ
ラン点検の実施数は15回にとどまり、効果的なケアプラン点検を進めていく必要があります。

　令和６年度の各種施策については、全体として優良、良好の割合が多いことから施策・取組は堅実に進められ
ているものと評価します。
　今後も、佐倉市高齢者福祉・介護計画に基づき、各施策を着実に進めることができるよう、計画の進行管理、事
業の評価を通じた課題の把握や分析、改善策の立案に努めてまいります。
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①高齢者の生きがいにつながる各種情報の発信

年度 進捗

1 Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

②高齢者へのＩＴ支援

年度 進捗

2 Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 計画値 実績値 測定

3 Ｒ６ 3 3 100.0%

Ｒ７ 3 - -

Ｒ８ 3 - -

年度 進捗

4 Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 計画値 実績値 測定

5 Ｒ６ 3 2 66.7%

Ｒ７ 3 - -

Ｒ８ 3 - -

Ｒ６ 44 42 95.5%

Ｒ７ 44 - -

Ｒ８ 45 - -

年度 計画値 実績値 測定

6 Ｒ６ 15,000 14,780 98.6%

Ｒ７ 17,000 - -

Ｒ８ 19,100 - -

年度 計画値 実績値 測定

7
Ｒ６ 192 186 96.9%

Ｒ７ 195 - -

Ｒ８ 198 - -

8
Ｒ６ 170 153 90.0%

Ｒ７ 174 - -

Ｒ８ 178 - -

　・高齢者クラブ活動への支援

②各種出前講座の確実施

取組名 指標名 進捗状況の説明

各種出前講
座の実施

設定無

職員による出前講座を、市民カレッジほか27回実施。昨年度34回よりは減少。

-

-

　・ボランティア活動への支援

（１）高齢者
への情報発
信、ＩT支援

-

-

取組名 指標名 進捗状況の説明

生きがいに
つながる情
報発信

設定無

7/１号こうほう佐倉に生きがい支援に繋がる情報について掲載。「高齢者を支える地域資源ブック」をHP更
新。

-

-

　　　　　　　３．第９期　佐倉市高齢者福祉・介護計画　施策の進捗状況一覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第９期　計画　〔令和６年～令和８年度〕

高齢者への
IT支援

設定無

取組名 指標名 進捗状況の説明

-

個人ボラン
ティア登録
事業

市民公益活
動サポートセ
ンター管理
運営事業

登録団体数
（団体）

団体活動拠点提供、印刷支援、団体資料の取次配布、市民公益活動情報サイトによる
団体の情報発信を継続して実施。市民公益活動団体の交流や推進に資する市民活動
発表会を開催。

-

-

進捗状況の説明

-

-

うすい荘4,308人、千代田荘3,087人、志津荘7,385人

利用者数
（人）

佐倉市ボランティアセンターの実績。（活動の相談・支援、ネットワークづくり、養成・研
修、情報発信、活動支援、調査研究を実施している。）

-

-

高齢者クラ
ブ活動支援
事業

単位クラブ数
（クラブ）

単位クラブ数は昨年度から増減なし。

老人憩の家
の管理運営
事業

　・老人憩の家の管理運営

利用者数
（人）

-

取組名 指標名

講座の開催
館数

中央公民館、志津公民館、根郷公民館で市民大学を実施しました。

-

-

①地域活動の推進

取組名 指標名 進捗状況の説明

※　重点施策

第１章　「生きがい・介護予防」　～地域で支え合いながら活躍する高齢者へ～

１　生きがい支援

（２）学習機
会の確保

①公民館等における生涯学習等の推進

取組名 指標名 進捗状況の説明

市民大学講
座運営事業

令和6年9月下旬から令和7年1月にかけて、中央公民館、臼井公民館、志津市民プラザ、根郷公民館、佐
倉南図書館の5施設において、シニア世代を対象としたスマートフォン講習会を開催しました。
本講習会では、スマートフォンの基本操作に加え、佐倉市が提供する独自のデジタルサービスの利用方法
など、参加者の習熟度に応じた内容で構成された全11種類の講座を実施しました。期間中の開催回数は
計110回であり、各講座は60分間の構成で行いました。
講習会には、延べ1,382名の方が受講され、参加率は88％と高い水準となっています。受講後に実施した
アンケート調査では、「基本的な操作が理解できた」「できることが少し増えた」といった前向きな意見が多く
寄せられ、回答者のうち72％が「満足」または「やや満足」と回答しました。また、「今後はインターネットや行
政サービスを活用してみたい」といった声も多く見受けられ、高齢者のデジタル活用に対する意識の向上が
確認されました。

（３）活動機
会の確保

周知回数
(回)

こうほう佐倉、市ホームページでの周知を実施。

-

-

取組名 指標名 進捗状況の説明
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年度 計画値 実績値 測定

9 Ｒ６ 180,000 210,291 116.9%

Ｒ７ 180,000 - -

Ｒ８ 180,000 - -

10
Ｒ６ 278,053 157,400 56.7%

Ｒ７ 279,903 - -

Ｒ８ 281,770 - -

11
Ｒ６ 137,700 123,454 89.7%

Ｒ７ 137,700 - -

Ｒ８ 137,700 - -

年度 進捗

12 Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 計画値 実績値 測定

13 Ｒ６ 1,110 1,035 93.3%

Ｒ７ 1,110 - -

Ｒ８ 1,110 - -

Ｒ６ 108,000 96,495 89.4%

Ｒ７ 108,000 - -

Ｒ８ 108,000 - -

Ｒ６ 85.0 85.5 100.6%

Ｒ７ 85.0 - -

Ｒ８ 85.0 - -

年度 計画値 実績値 測定

14 Ｒ６ 130 217 167.0%

Ｒ７ 130 - -

Ｒ８ 130 - -

Ｒ６ 1,230 1,665 135.4%

Ｒ７ 1,230 - -

Ｒ８ 1,230 - -

年度 計画値 実績値 測定

15 Ｒ６ 250 188 75.2%

Ｒ７ 260 - -

Ｒ８ 270 - -

16

Ｒ６ 6,676 6,531 97.9%

Ｒ７ 6,162 - -

Ｒ８ 5,688 - -

年度 計画値 実績値 測定

17 Ｒ６ 14 13 92.9%

Ｒ７ 14 - -

Ｒ８ 14 - -

Ｒ６ 80 93 115.7%

Ｒ７ 80 - -

Ｒ８ 80 - -

　・佐倉市シルバー人材センターへの支援

　・世代間交流を育む活動の推進

　・各種公共施設における各種活動の推進

取組名 指標名 進捗状況の説明

おじいちゃ
ん・おばあ
ちゃんありが
とうの気持ち
を伝えたい
事業

実施地区数
(地区)

R6年度は13地区で実施。

-

-

-

-

敬老率
(％)　※

全地区社協が実施したことがあり事業が浸透してきている。

-

-

（４）敬老事
業の推進

①おじいちゃん・おばあちゃんありがとうの気持ちを伝えたい事業の推進

取組名 指標名 進捗状況の説明

※お年寄り（地域貢献活動を行っているお年寄り）に対して尊敬していると感じる市民の割合　　

　・高齢者福祉作業所の運営

・高齢者のための就業に関する相談及び情報提供

-

-

取組名 指標名 進捗状況の説明

Ｒ５年度1,035名。入退会者数が同数となり、現状維持。

-

地域職業相
談室運営事
業

利用者数
(人)

市とハローワークが協力して設置運営。情報提供や各種機関の紹介など、高齢者等の
就業機会の確保に向けた活動を継続。
インターネットの普及、求人紹介システムの多様化により、利用者は減少傾向にある。

-

-

シルバー人
材センター
入会説明会

参加者数
(人)

説明会参加者のうち、152名が入会。入会率は81％。

シルバー人
材センター
補助事業

会員数
(人)

就業延人数
(人)

Ｒ５年度84.4％。微増。

-

-

-

Ｒ５年度95,792名。703名の増。

-

-

レインボープ
ラザ佐倉管
理運営委託
事業

利用団体数
(団体)

Ｒ５年度延べ219団体。微減。

-

-

利用者数
(人)

Ｒ５年度1,756名。微減。

取組名 指標名 進捗状況の説明

年間就業率
(％)

取組名 指標名 進捗状況の説明

コミュニティ
センター管
理運営事業

利用者数
(人)

世代間交流
を育む活動
の推進

設定無

児童センター及び老幼の館において遊びや各種行事を通じて世代間交流を育む活動を推進できました。

-

-

地域福祉セ
ンター管理
運営事業

利用者数
(人)

-

公民館管理
運営事業

利用者数
(人)

事業計画通りに事業（講座）を実施し、計画値より施設の利用者数が増加しました。

取組名 指標名 進捗状況の説明

-

新型コロナウイルス感染拡大による利用制限時に大幅に利用者数が減少しており、制限
が解除されるにつれ徐々に回復しているが、活動を止めてしまった団体も多くあり実績値
は計画値に及んでいない。

-

-

令和5年5月の新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、令和5年度よりさらに増加傾
向で推移している。

-

-

（３）活動機
会の確保

②就労支援
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年度 計画値 実績値 測定

18 Ｒ６ 190 157 82.7%

Ｒ７ 190 - -

Ｒ８ 190 - -

２　いきいき健康づくり

年度 進捗

19

Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 計画値 実績値 測定

20 Ｒ６ 3,500 3,393 97.0%

Ｒ７ 3,500 - -

Ｒ８ 3,500 - -

Ｒ６ 38,750 37,806 97.6%

Ｒ７ 38,750 - -

Ｒ８ 38,750 - -

Ｒ６ 48.0 51.2 106.7%

Ｒ７ 48.0 - -

Ｒ８ 48.0 - -

年度 進捗

21
Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 計画値 実績値 測定

22 Ｒ６ 40 68 170.0%

Ｒ７ 45 - -

Ｒ８ 50 - -

年度 計画値 実績値 測定

23
Ｒ６ 570 485 85.1%

Ｒ７ 575 - -

Ｒ８ 580 - -

年度 計画値 実績値 測定

24 Ｒ６ 30 26 86.7%

Ｒ７ 30 - -

Ｒ８ 30 - -

25
Ｒ６ 40 41 102.5%

Ｒ７ 40 - -

Ｒ８ 40 - -

26 Ｒ６ 200 252 126.0%

Ｒ７ 200 - -

Ｒ８ 200 - -

団体数
(団体)

令和5年度実績は31団体だったが、対象を屋外活動にまで拡大したことで増加となっ
た。

-

-

住民運営の
介護予防活
動団体支援

回 数
(回)

R5年度の220回より増加。新規の補助金申請団体が増えたことにより、支援も増加。

-

-

（２）スポー
ツ活動の推
進

・ライフステージに応じた健康・体力づくり（佐倉市スポーツ推進計画）の取り組みとして、高齢者のスポーツ活動を推進

取組名 指標名 進捗状況の説明

高齢者のス
ポーツ活動
を推進

設定無

佐倉市高齢者クラブ連合会及び単位クラブの活動を支援、介護予防講座、わくわく体操会等の介護予防
に関する普及啓発活動を118回（市27回、包括91回）、わくわく体操会の新規立ち上げはR6は希望団体な
し。

-

-

進捗状況の説明

回 数
(回)

３　介護予防の総合的な推進

（１）一般介
護予防事
業

①介護予防把握事業

取組名 指標名 進捗状況の説明

通いの場や短
期集中予防
サービスへつ
ながった人数

人数
(人)

-

-

 ③地域介護予防活動支援事業

取組名 指標名 進捗状況の説明

介護予防ボ
ランティア養
成

新規養成者数
(人)

計画地の30名には届かなかったが、R5年度の20人からは増加。

-

-

活動支援補
助金の交付

佐倉市オリジナル体操(協力　順天堂大学)の普及としてホ－ムペ－ジへの掲載、ヘルスアップ体操会等で
実施しました。こころの健康に関する知識の普及として出前健康講座（ゲートキーパー養成研修等）の実
施、・相談窓口等の情報提供、こころの相談などを実施しました。、市民自ら自分の健康に関心をもち、健
康づくりに取り組むきっかけとなるよう佐倉市健康ポイント事業「チャレンジマイヘルスプラン2024」を実施し
ました。

-

-

敬老祝金贈
呈事業

対象者への通
知件数
        (件)

R６年度は99歳85名、100歳72名へ贈呈。

-

-

R５年度35,838枚。微増。

-

-

助成券利用率
(％)

②はり、きゅう、マッサージ等利用助成

取組名 指標名 進捗状況の説明

はり・きゅう・
マッサージ
等施設利用
助成事業

申請者数
(件)

R５年度3,272件。微増。

-

-

②敬老祝金の贈呈

取組名 指標名 進捗状況の説明

（４）敬老事
業の推進

発行枚数
(枚)

（１）健康づ
くりの推進

取組名 指標名

介護予防教
室等の開催

R5年度の576回より減少。わくわく体操立ち上げ希望なしや夏季の暑さによる体操会の
休止等があったため。

-

-

 ②介護予防普及啓発事業

R５年度52.9％。微減。

-

-

通いの場：64名、短期集中予防サービス：4名

①心とからだの健康づくり

取組名 指標名 進捗状況の説明

健康寿命の
延伸につな
がる取組み
を推進

設定無
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27 Ｒ６ 115 85 74.0%

Ｒ７ 120 - -

Ｒ８ 125 - -

Ｒ６ 2,100 1,371 65.3%

Ｒ７ 2,200 - -

Ｒ８ 2,300 - -

年度 計画値 実績値 測定

28 Ｒ６ 431 460 106.8%

Ｒ７ 427 - -

Ｒ８ 423 - -

29 Ｒ６ 5 4 80.0%

Ｒ７ 5 - -

Ｒ８ 5 - -

30 Ｒ６ 6 6 100.0%

Ｒ７ 7 - -

Ｒ８ 8 - -

31
Ｒ６ 2 1 50.0%

Ｒ７ 2 - -

Ｒ８ 2 - -

年度 計画値 実績値 測定

32 Ｒ６ 1,075 1,165 108.4%

Ｒ７ 1,104 - -

Ｒ８ 1,134 - -

33 Ｒ６ 12 3 25.0%

Ｒ７ 14 - -

Ｒ８ 16 - -

34 Ｒ６ 2 2 100.0%

Ｒ７ 2 - -

Ｒ８ 2 - -

年度 計画値 実績値 測定

35 Ｒ６ 3,279 3,513 107.2%

Ｒ７ 3,371 - -

Ｒ８ 3,465 - -

Ｒ６ 8,818 8,880 100.8%

Ｒ７ 8,803 - -

Ｒ８ 8,788 - -

通所介護相
当サービス

利用者数
(人)

計画値を上回りました。

-

-

令和5年度実績は8,840件。概ね計画値どおりとなった。

-

-

要支援相当者
数(人)

令和5年度実績は3,210件。計画値を上回る実績となった。

-

-

延べ利用者数
(人)

-

-

（２）介護予
防・生活支
援サービス
事業

①訪問型

取組名

団体数
(団体)

令和5年度実績は2団体。今後とも活動団体に対し、後方支援を継続していきたい。

-

-

②通所型

取組名

利用者数
(人)

利用希望者が減少しているため、事業の周知を強化していきたい。

-

-

指標名 進捗状況の説明

指標名 進捗状況の説明

訪問型生活
援助サービ
ス

利用者数
(人)

概ね計画値どおり。

-

-

訪問型サー
ビスＢ補助金
の交付

団体数
(団体)

概ね計画値どおり。

-

-

③介護予防ケアマネジメント

取組名 指標名 進捗状況の説明

福祉有償運送サービスの実施団体が１団体減少。活動団体に対し、後方支援を継続し
ていきたい。

-

-

訪問型サー
ビスＤ補助
金の交付

団体数
(団体)

通所型短期
集中予防
サービス

週１回以上
活動する通
いの場

か所数
(か所)

目標値には達していないが、令和5年度実績は78件と比較し、増加しました。

-

-

参加者数
(人)

目標値には達していないが、令和5年度実績1,308件と比較し、増加しました。

-

-

訪問介護相
当サービス

利用者数
(人)

計画値を上回りました。

法人主体の
通所型サー
ビス

（１）一般介
護予防事
業

介護予防ケ
アマネジメン
ト
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年度 計画値 実績値 測定

36 Ｒ６ 210 196 93.4%

Ｒ７ 225 - -

Ｒ８ 240 - -

Ｒ６ 19,400 24,470 126.2%

Ｒ７ 20,300 - -

Ｒ８ 21,100 - -

年度 計画値 実績値 測定

37 Ｒ６ 330 302 91.6%

Ｒ７ 385 - -

Ｒ８ 420 - -

年度 進捗

38
Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 計画値 実績値 測定

39 Ｒ６ 1,670 1,551 92.9%

Ｒ７ 1,780 - -

Ｒ８ 1,890 - -

Ｒ６ 24,000 22,889 95.4%

Ｒ７ 25,500 - -

Ｒ８ 27,000 - -

年度 進捗

40 Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

41 Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

42
Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 計画値 実績値 測定

43 Ｒ６ 20 20 100.0%

Ｒ７ 20 - -

Ｒ８ 20 - -

Ｒ６ 300 408 136.0%

Ｒ７ 320 - -

Ｒ８ 340 - -

-

高齢者等ふ
れあい配食
サービス

配食対象者数
(人)

概ね計画値どおり。

-

-

緊急通報装
置の貸与

貸与対象者数
(人)

概ね計画値どおりであり、引き続き実施していきたい。

-

-

取組名 指標名 進捗状況の説明

④福祉タクシー利用料金の助成

取組名 指標名 進捗状況の説明

助成券利用実
績
        (件)

R5年度実績は22,309件の利用。微増。

-

-

紙おむつ等
購入助成事
業

申請件数
(件)

設定無

市民への周知が課題であるが、令和５年度に様式を変更するなど必要な見直しを加えながら引き続き実施
していきたい。

-

-

②緊急通報装置の貸与

高齢者台帳
への登録

延べ配食数
(食)

計画値を大きく上回っており、利用者ごとの利用回数を適宜見直しながら引き続き実施
していきたい。

-

-

第２章　「安心な生活の確保」　～住み慣れたまちで自分らしく暮らすために～

１　安心できる在宅福祉サービスの提供

（１）一人暮
らし・高齢
者世帯を支
える在宅福
祉ｻｰﾋﾞｽ

R5年度実績は1,518件の申請。微増。

-

-

③高齢者台帳への登録

取組名 指標名 進捗状況の説明

（２）在宅生
活における
介護者等
への負担軽
減

①紙おむつ等の購入費用助成

取組名 指標名 進捗状況の説明

①高齢者等ふれあい配食サービス

取組名 指標名 進捗状況の説明

⑤介護者教室

取組名 指標名 進捗状況の説明

介護者教室

②訪問理美容出張費用の助成　　　③生活管理指導短期宿泊（ショートステイ）

取組名 指標名 進捗状況の説明

開催回数
(回)

介護に関する基本的な知識やストレス解消法を学ぶ教室を20回開催。

-

-

福祉タクシー
利用料金の
助成

設定無

身体障害者等のほかに、65歳以上で寝たきり高齢者台帳に登録している方にも、利用助成を行っていま
す。

-

-

訪問理容室
出張費用の
助成

設定無

事業を継続実施している。

-

-

生活管理指
導短期宿泊
（ショートステ
イ）

設定無

事業を継続実施し、必要な方については直接案内している。

-

延べ参加者数
(人)

延べ男性100人、女性308人の参加があった。

-

-
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年度 計画値 実績値 測定

44 Ｒ６ 40 40 100.0%

Ｒ７ 40 - -

Ｒ８ 40 - -

Ｒ６ 400 248 62.0%

Ｒ７ 410 - -

Ｒ８ 420 - -

年度 計画値 実績値 測定

45 Ｒ６ 10 10 100.0%

Ｒ７ 10 - -

Ｒ８ 10 - -

年度 計画値 実績値 測定

46 Ｒ６ 15 15 100.0%

Ｒ７ 15 - -

Ｒ８ 15 - -

年度 計画値 実績値 測定

47 Ｒ６ 2 2 100.0%

Ｒ７ 2 - -

Ｒ８ 2 - -

Ｒ６ 3,500 3,210 91.8%

Ｒ７ 3,200 - -

Ｒ８ 3,000 - -

年度 進捗

48 Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 計画値 実績値 測定

49 Ｒ６ 35 24 68.6%

Ｒ７ 35 - -

Ｒ８ 35 - -

Ｒ６ 40 39 97.5%

Ｒ７ 40 - -

Ｒ８ 40 - -

年度 計画値 実績値 測定

50 Ｒ６ 65 5 7.7%

Ｒ７ 66 - -

Ｒ８ 67 - -

２　認知症にやさしい佐倉の推進

年度 計画値 実績値 測定

51
Ｒ６ 40 30 75.0%

Ｒ７ 45 - -

Ｒ８ 50 - -

Ｒ６ 1,000 1,454 145.4%

Ｒ７ 1,300 - -

Ｒ８ 1,700 - -

Ｒ６ 24,223 25,405 104.9%

Ｒ７ 24,923 - -

Ｒ８ 25,723 - -

認知症サ
ポーター養
成講座

開催回数
(回)

小中学校、高校等や自治会等、介護事業所や民間事業所等の他、一般市民等様々な
団体へ実施した。

進捗状況の説明

⑥介護者のつどい

-

-

（２）在宅生
活における
介護者等
への負担軽
減

指標名 進捗状況の説明

-

-

⑤高齢者見守り事業

取組名 指標名

２市１町ＳＯ
Ｓネットワー
ク

捜索回数
(回)

回数の多寡で評価せず継続して実施していく。

（３）見守り
支援・もしも
の時の支援

①安心カードの交付

取組名 指標名

進捗状況の説明

-

取組名 指標名 進捗状況の説明

（１）認知症
の理解を深
めるための
普及・啓発

①認知症サポーター養成講座

取組名

受講者数
(人)

小中高校等の受講もあり、昨年度829人に比べ大幅な増加となった。

②救急医療情報キットの給付

取組名 指標名

取組名 指標名

④２市１町SOSネットワーク

R5年度実績は3,031枚。微増。

-

-

③佐倉市高齢者見守り協力事業者ネットワーク

取組名 指標名 進捗状況の説明

高齢者見守
り協力事業
者ネットワー
ク

設定無

趣旨に賛同していただいた事業者と協定を結びネットワークを構成している。（R6年度末88事業所）

-

-

社会福祉法人に委託し計画的に実施していただいている。

-

-

⑦介護マークの交付

取組名 指標名

-

進捗状況の説明

進捗状況の説明

計画値通り。

-

-

安心カード
用紙配布事
業

配布場所
(か所)

介護マーク
の交付

交付枚数
(枚)

令和5年度の交付実績は5枚。計画値どおりとなった。

-

開催回数
(回)

介護者のつ
どい

延べ参加者数
(人)

参加者数は大幅に計画を下回っており、周知方法若しくは実施方法の見直しを検討す
る必要がある。

-

-

カラーの啓発パンフレットを作成し、市窓口及び地域包括支援センターへ配架。

-

進捗状況の説明

配布数
(枚)

見守りに関
する啓発パ
ンフレット

配架施設数
（か所）

-

概ね計画通りにサポーターを増やすことができている。

-

高齢者安心
キット給付事
業

周知回数
(回)

計画値通り。

-

-

サポーター数
(人)

-

-

事前登録者数
(ステッカー交

付数)

昨年度実績（５０名）を下回ってはいるが、概ね計画どおり。

-

-
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年度 進捗

52

Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

53
Ｒ６ △

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

54

Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

55 Ｒ６ ×

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

56 Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

57 Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 計画値 実績値 測定

58 Ｒ６ 6 6 100.0%

Ｒ７ 7 - -

Ｒ８ 8 - -

年度 計画値 実績値 測定

59 Ｒ６ 12 12 100.0%

Ｒ７ 12 - -

Ｒ８ 12 - -

年度 計画値 実績値 測定

60
Ｒ６ 5 2 40.0%

Ｒ７ 6 - -

Ｒ８ 6 - -

年度 進捗

61 Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

⑤多職種連携研修会の開催

取組名 指標名 進捗状況の説明

③認知症サポート医、認知症専門医による普及・啓発

④広報やリーフレットなどによる、認知症の理解促進等

取組名 指標名 進捗状況の説明

指標名 進捗状況の説明

認知症カ
フェ（オレン
ジカフェ）

設置箇所数
（か所）

設定無

9/1号広報に記事を掲載。世界アルツハイマーデーに合わせ、ふるさと広場の風車をオレンジ色にライト
アップしたほか、市役所、JR佐倉駅構内、京成志津駅、京成ユーカリが丘駅、京成臼井駅、京成佐倉駅、
京成大佐倉駅、志津図書館、南図書館、夢咲くら館、千代田・染井野ふれあいセンター、ふるさと広場売
店、イオンユーカリが丘店においてポスター掲示、リーフレットの配架を行った。

-

-

広報やリーフ
レットなどによ
る、認知症の
理解促進

-

-

設定無

地域包括支援センターの総合相談等で活用した。

-

取組名 指標名 進捗状況の説明

-

進捗状況の説明

③認知症カフェ（オレンジカフェ）の開設

取組名

多職種連携
研修

開催回数
（回）

基幹型初期集中支援チーム訪問後の合同事例検討1回、認知症対策検討会と初期集
中支援チーム合同の事例検討1回。

-

-

②認知症地域支援推進員活動の支援

取組名 指標名

認知症地域
支援推進員
活動の支援

設定無

⑥認知症連携シート「さくらパス」等の積極的な活用推進

取組名 指標名 進捗状況の説明

認知症連携
シート「さくら
パス」の積極
的な活用推進

-

介護予防の
総合的な推
進

設定無

通いの場の一つである「佐倉わくわく体操会」の新規立ち上げが令和6年度は0件だった。

-

-

物忘れ相談
開催回数

（回）

各地域包括支援センターに1名以上配置し、月1回連絡会議を開催し活動を支援した。

-

6か所で開催し、開催回数62回、延べ参加人数1,261人だった。

認知症集中
支援チーム
による支援

設定無

訪問延べ件数95回（前年比+13）、チーム員会議51回開催（前年比-14）、新規支援者数17人（前年比-4）

-

-

（２）予防 運動不足の解消、社会的孤立の防止等のため、地域において高齢者が身近に通うことができる通いの場を拡充

取組名 指標名 進捗状況の説明

④物忘れ相談の実施

（１）認知症
の理解を深
めるための
普及・啓発

取組名 指標名 進捗状況の説明

認知症の人本
人からの発信
に関する普及
啓発

設定無

世界アルツハイマーデーに合わせ、ふるさと広場の風車をオレンジ色にライトアップ及び市役所、JR佐倉駅
構内、京成志津駅、京成ユーカリが丘駅、京成臼井駅、京成佐倉駅、京成大佐倉駅、志津図書館、南図書
館、夢咲くら館、千代田・染井野ふれあいセンター、ふるさと広場売店において当事者のメッセージ（希望の
木）、ポスター掲示を行った。

-

-

認知症サポー
ト医、認知症
専門医による
普及・啓発

設定無

認知症のケース検討会を認知症サポート医及び認知症対策検討会の委員、地域包括支援センターととも
に実施した。

-

-

②認知症の人本人からの発信支援

取組名 指標名 進捗状況の説明

（３）医療・
ケア・介護
サービス・
介護者への
支援

①認知症初期集中支援チームによる支援

取組名 指標名 進捗状況の説明

毎月1回、相談件数は41件であり、紹介状は15件発行した。

-

-
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年度 計画値 実績値 測定

62 Ｒ６ 20 20 100.0%

Ｒ７ 20 - -

Ｒ８ 20 - -

Ｒ６ 300 408 136.0%

Ｒ７ 320 - -

Ｒ８ 340 - -

63 Ｒ６ 40 40 100.0%

Ｒ７ 40 - -

Ｒ８ 40 - -

Ｒ６ 400 248 62.0%

Ｒ７ 410 - -

Ｒ８ 420 - -

年度 進捗

64
Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

65 Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

66 Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 計画値 実績値 測定

67
Ｒ６ 5 2 40.0%

Ｒ７ 6 - -

Ｒ８ 7 - -

年度 計画値 実績値 測定

68 Ｒ６ 80 77 96.3%

Ｒ７ 90 - -

Ｒ８ 100 - -

年度 計画値 実績値 測定

69 Ｒ６ 6 15 250.0%

Ｒ７ 7 - -

Ｒ８ 8 - -

年度 進捗

70
Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

-

取組名 指標名 進捗状況の説明

取組名

進捗状況の説明指標名

延べ参加者数
(人)

延べ男性100人、女性308人の参加があった。

-

-

介護者のつ
どい

（再掲）

開催回数
(回)

社会福祉法人に委託し計画的に実施していただいている。

⑦家族介護支援事業（介護者教室・介護者のつどい）の開催　　※第２章「１安心できる在宅福祉サービスの提供」（２）⑤⑥の再掲　39

-

-

取組名

設定無

高齢者のみならず、障害者、児童、DVの各ネットワークを一元化する「佐倉市家庭等における虐待・暴力防
止ネットワーク会議」を構成し、必要に応じ情報共有したうえ協働どうして対応している。

-

-

開催回数
(回)

認知症ととも
に生きる、地
域共生社会の
構築

設定無

認知症地域支援・ケア向上推進事業補助金を活用した事業等において、認知症当事者の社会参画の機
会を設けている。

-

-

介護者教室
（再掲）

介護に関する基本的な知識やストレス解消法を学ぶ教室を20回開催。

-

-

-

③佐倉市高齢者虐待防止ネットワークの活用　　　　　※第２章４（３）②を引用

15名が新規登録し、令和6年度末登録者数は67名となった。

-

-

認知症の人の
意思決定に基
づく支援体制
づくり

社会福祉法人主催のボッチャ大会、民間企業主催の認知症啓発イベントに対し補助金
を交付。

-

-

進捗状況の説明

4地区で4回開催。（西志津・井野・内郷・表町）

高齢者の虐
待防止ネット
ワークの活
用（再掲）

設定無

認知症当事者の参加するオレンジカフェ等において、本人の希望を取り入れた活動を行っている。

-

-

⑩若年性認知症の人への支援、社会参加支援

取組名 指標名 進捗状況の説明

指標名 進捗状況の説明

⑨認知症の人の意思決定に基づく支援体制の整備

取組名 指標名 進捗状況の説明

進捗状況の説明

②チームオレンジ活動推進

延べ参加者数
(人)

参加者数は大幅に計画を下回っており、周知方法若しくは実施方法の見直しを検討す
る必要がある。

-

-

⑧共生と社会参加活動の推進

認知症地域
支援・ケア向
上事業推進
補助金

交付団体数
（団体）

進捗状況の説明取組名 指標名

①認知症高齢者声かけ訓練の実施

取組名 指標名

チームオレ
ンジ活動推
進

新規登録者数
（人）

取組名 指標名

認知症高齢
者声かけ訓
練の実施

参加者数
（人）

若年性認知
症の人への支
援、社会参加
支援

設定無

若年性認知症に関する相談窓口の周知に努めた。今後個別支援についても取り組みを進めていきたい。

-

-

⑪認知症地域支援・ケア向上事業推進補助金

（３）医療・
ケア・介護
サービス・
介護者への
支援

（４）認知症
バリアフ
リー、社会参
加支援
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年度 進捗

71 Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

３　在宅医療・介護の連携と推進

年度 進捗

72
Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

73
Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

74
Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 計画値 実績値 測定

75 Ｒ６ 1 1 100.0%

Ｒ７ 1 - -

Ｒ８ 1 - -

76
Ｒ６ 2 2 100.0%

Ｒ７ 2 - -

Ｒ８ 2 - -

77
Ｒ６ 5 6 120.0%

Ｒ７ 6 - -

Ｒ８ 7 - -

4　権利擁護と地域での見守り

年度 進捗

78 Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

79 Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

２市１町SOS
ネットワーク

（再掲） 事前登録者数
（ステッカー交

付数）

昨年度実績（５０名）を下回ってはいるが、概ね計画どおり。

-

-

-

-

捜索回数
（回）

回数の多寡で評価せず、継続していく。

成年後見審
判請求事務
等

設定無

相談を受け、必要に応じ随時実施している。

-

-

市民への啓発
活動

啓発回数
（回）

認知症サポーター養成研修5回及び市民向け講演会1回にて「わたしらしく生きるを支え
る手帳」を配布しました。

-

-

①成年後見制度利用促進

開催回数
（回）

（１）成年後
見制度

取組名 指標名 進捗状況の説明

成年後見制
度利用促進

設定無

第２期佐倉市成年後見制度利用促進基本計画に基づき実施している。

-

-

取組名 指標名

在宅医療・介
護連絡会議の
開催

開催回数
（回）

進捗状況の説明

1回開催し、令和6年度の活動報告及び共通健康診断書について検討しました。

-

-

多職種の連携
推進と資質向
上のための多
職種研修会
等の開催

-

-

　・在宅で医療と介護の両方を必要とする高齢者が、本人が望む人生の最終段階を迎えられるよう支援

②成年後見審判請求事務等

取組名 指標名 進捗状況の説明

（３）急変時
の対応

医療・介護・
救急(消防)
の連携によ
る支援

-

多職種による事例検討会、包括支援センター職員を対象とした研修会をそれぞれ1回開
催しました。

-

-

設定無

地域包括支援センターが支援したケース293件中20件（6.8%　複数回答あり）について、急変時の対応に関
する支援を行いました。

　・在宅高齢者の本人の意思を尊重した急変時の適切な対応

取組名 指標名 進捗状況の説明

　・医療と介護の両方を必要とする高齢者が地域でくらせるよう、患者・利用者・家族の日常の療養生活を支援

取組名 指標名 進捗状況の説明

医療機関・
介護事業者
の情報共有
による支援

設定無

地域包括支援センターが支援した在宅医療介護連携ケース293件中165件（56.3%　複数回答あり）につい
て、入退院支援を行いました。

-

（１）日常療
養の支援

（２）入退院
支援

　・入退院時に、医療機関と介護事業所等が一体的で円滑な医療・介護サービスの提供

取組名 指標名 進捗状況の説明

医療・介護の
多職種連
携・協働によ
る支援

設定無

地域包括支援センターが支援したケース293件中137件（46.8%　複数回答あり）について、日常の療養支援
を行いました。

-

取組名 指標名 進捗状況の説明

④２市１町SOSネットワーク　　　　※第２章１（３）④を引用

（４）看取り
の対応

（４）認知症
バリアフ
リー、社会参
加支援

-
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年度 進捗

80 Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

81 Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

82
Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

83 Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

５　在宅生活を支える体制の充実

年度 計画値 実績値 測定

84 Ｒ６ 5 5 100.0%

Ｒ７ 5 - -

Ｒ８ 5 - -

年度 計画値 実績値 測定

85 Ｒ６ 30 34 113.4%

Ｒ７ 32 - -

Ｒ８ 34 - -

年度 計画値 実績値 測定

86 Ｒ６ 25 20 80.0%

Ｒ７ 25 - -

Ｒ８ 25 - -

87 Ｒ６ 50 40 80.0%

Ｒ７ 50 - -

Ｒ８ 50 - -

年度 計画値 実績値 測定

88 Ｒ６ 10 10 100.0%

Ｒ７ 10 - -

Ｒ８ 10 - -

89 Ｒ６ 1 1 100.0%

Ｒ７ 1 - -

Ｒ８ 1 - -

６　高齢者が暮らしやすい住環境の整備

年度 進捗

90 Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

（３）高齢者
の虐待防止

取組名

（２）地域福
祉権利擁
護事業（日
常生活自
立支援事
業）

①高齢者を取り巻く地域における見守り意識の高揚

指標名 進捗状況の説明

-

生活支援コー
ディネーター

配置人数
（人）

②協議体の設置及び運営

取組名

②地域ケア推進会議の実施

取組名

佐倉市高齢
者虐待防止
ネットワーク
の活用

設定無

高齢者のみならず、障害者、児童、DVの各ネットワークを一元化する「佐倉市家庭等における虐待・暴力防
止ネットワーク会議」を構成し、必要に応じ情報共有したうえ協働どうして対応している。

（２）地域ケ
ア会議の推
進

①地域ケア個別会議（課題解決型）、介護予防のための地域ケア個別会議（介護予防型）の実施

取組名 指標名

地域ケア個
別会議（課
題解決型）

実施件数
（件）

進捗状況の説明

介護予防のた
めの地域ケア
個別会議（自
立支援型）

実施件数
（件）

福祉のまち
づくりの推進

設定無

バリアフリー法、県福祉のまちづくり条例や市総合計画のもと、各種事業を推進している。

-

-

-

計画値を下回ったが、R5年度と同程度の件数であった。（R5：40回）

-

-

（１）福祉の
まちづくりの
推進

①福祉のまちづくりの推進

取組名 指標名 進捗状況の説明

地域ケア圏域
推進会議

開催回数
（回）

（１）生活支
援体制の整
備

①生活支援コーディネーターの配置

取組名 指標名

協議体

-

-

計画値どおり推移している。

-

-

（４）養護老
人ホームへ
の適切な入
所措置

　・日常生活を営むのに支障がある高齢者に対する、適切な老人福祉法第11条の規定による入所等の措置

取組名 指標名 進捗状況の説明

必要に応じ適宜措置を実施している。

-

計画値どおり推移している。

-

-

養護老人ホー
ムへの適切な
入所措置等

設定無

千葉県社会福祉協議会の委託を受けた佐倉市社会福祉協議会が実施している。

-

-

-

②　高齢者虐待防止ネットワークの活用

指標名 進捗状況の説明

　・認知症等により判断能力が不十分な高齢者が地域において安心して生活が送れるよう地域と連携して支援

取組名 指標名 進捗状況の説明

地域福祉権
利擁護事業

設定無

-

-

指標名 進捗状況の説明

公共施設での見守りに関するパンフ・チラシ等を配架し、意識高揚を図った。

-

高齢者をとり
まく地域にお
ける見守り意
識の高揚

設定無

-

進捗状況の説明

計画値どおり。

各地域包括支援センターの判断で開催されるため、20件にとどまった。

-

指標名 進捗状況の説明

開催回数
(回)

概ね計画値どおり。

-

地域ケア推進
会議

開催回数
（回）

取組名
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年度 進捗

91
Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

92

Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

93
Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

94

Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

95 Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

96
Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

97
Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

98 Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

99
Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

設定無

福祉有償運送運営協議会を２回開催。福祉有償運送の必要性、再新登録申請２件等について協議した。

-

-

高齢者の住
まいに関す
る情報提供、
相談活動

設定無

市営住宅、県営住宅及びセーフティネット住宅について、ホームページへの掲載や窓口への資料配架によ
り情報提供を行いました。住宅に困窮している相談者の状況に応じて、居住支援法人やくらしサポートセン
ターを案内しました。

-

-

設定無

耐用年数を超えた市営住宅の浴槽等の交換等（5件）を行いました。これにより、高齢者であっても使いや
すい環境を整えることができました。

-

-

「バリアフリー法」や「千葉県福祉のまちづくり条例」に基づき、高齢者等に配慮した施設づくりを推進するよ
う、建築主に対して指導・助言を行いました。

-

-

介護保険
サービスに
おける住宅
改修費支給

取組名 指標名 進捗状況の説明

設定無

バリアフリー法、県福祉のまちづくり条例や市総合計画のもと、だれもが円滑に利用できるユニバーサルデ
ザインによる施設整備等に取り組んでいる。

-

（３）高齢者
が生活しや
すい住まい
の整備

①市営住宅の修繕

取組名 指標名 進捗状況の説明

市営住宅の
修繕

取組名 指標名 進捗状況の説明

公共交通の
整備

設定無

佐倉市地域公共交通計画のに基づき、各種事業を推進しています。
コミュニティバス（５路線）の運行を継続しました。

-

-

設定無

自宅内での生活に支障が無いように、対象となる改修を行った場合の改修費用を支援した。

-

-

②高齢者に配慮したまちづくり・住宅づくりの誘導

③介護保険サービスにおける住宅改修費支給

④高齢者の住まいに関する情報提供、相談活動

高齢者に配
慮したまちづ
くり・住宅づく
りの誘導

設定無

道路整備 設定無

市総合計画に基づき、土木部が主管となって各種事業を推進しています。高齢者をはじめとする全ての市
民が安心・安全に移動できるよう、幹線道路の整備を進めるとともに、市道の適切な維持管理に努めていま
す。

-

-

（２）安心し
て利用でき
る交通基盤
の整備

①道路整備

取組名 指標名 進捗状況の説明

（１）福祉の
まちづくりの
推進

-

交通安全の
推進

設定無

市総合計画に基づき、土木部が主管となって各種事業を推進しています。区画線の補修、街灯や道路反
射鏡の設置、通学路安全対策を通じて交通の安全確保を図りました。また、令和６年度からは全市民を対
象に「自転車乗車用ヘルメット購入費補助金」事業を開始し、さらに街頭啓発活動としてチラシ配布等を実
施しするなど交通安全の意識向上を図っています。

-

-

移動が困難
な高齢者に
対する支援

公共公益施
設等の整備に
おけるﾕﾆﾊﾞｰ
ｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ化
の推進

取組名 指標名 進捗状況の説明

②公共公益施設等の整備におけるユニバーサルデザイン化の推進

②公共交通の整備

③交通安全の推進

④移動が困難な高齢者に対する支援

取組名 指標名 進捗状況の説明

取組名 指標名 進捗状況の説明

取組名 指標名 進捗状況の説明

取組名 指標名 進捗状況の説明
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年度 進捗

100
Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

７　地域包括支援センターの運営

年度 計画値 実績値 測定

101 Ｒ６ 5 5 100.0%

Ｒ７ 5 - -

Ｒ８ 5 - -

年度 計画値 実績値 測定

102 Ｒ６ 7 7 100.0%

Ｒ７ 7 - -

Ｒ８ 7 - -

Ｒ６ 2 2 100.0%

Ｒ７ 2 - -

Ｒ８ 2 - -

103 Ｒ６ 6 6 100.0%

Ｒ７ 6 - -

Ｒ８ 6 - -

Ｒ６ 2 2 100.0%

Ｒ７ 2 - -

Ｒ８ 2 - -

104 Ｒ６ 8 8 100.0%

Ｒ７ 8 - -

Ｒ８ 8 - -

Ｒ６ 2 2 100.0%

Ｒ７ 2 - -

Ｒ８ 2 - -

105 Ｒ６ 6 6 100.0%

Ｒ７ 6 - -

Ｒ８ 6 - -

Ｒ６ 2 2 100.0%

Ｒ７ 2 - -

Ｒ８ 2 - -

106 Ｒ６ 6 6 100.0%

Ｒ７ 6 - -

Ｒ８ 6 - -

Ｒ６ 2 2 100.0%

Ｒ７ 2 - -

Ｒ８ 2 - -

佐倉地域包
括支援セン
ター職員配

置人数

南部地域包
括支援セン
ター職員配

置人数

３職種(人)

-

計画どおり配置することができた。

-

-

-

-

計画どおり配置することができた。

3,000人　～　5,999人 １名 １名 １名

【イ　第１号被保険者（６５歳以上高齢者）数が６,０００人以上の場合】

　圏域の高齢者人口及び面積を考慮し、３職種の数を定めます。

志津北部地
域包括支援
センター職
員配置人数

その他職員(人)

３職種(人)

その他職員(人)

計画どおり配置することができた。

-

-

計画どおり配置することができた。

-

-

計画どおり配置することができた。ただし、保健師を配置することができなかった。

-

-

計画どおり配置することができた。

-

-

志津南部地
域包括支援
センター職
員配置人数

臼井・千代
田地域包括
支援セン

ター職員配
置人数

（１）安定し
た事業運営

①地域包括支援センターの設置

取組名 指標名 進捗状況の説明

地域包括支
援センター

②専門職の配置（３職種 ： 保健師・看護師、 社会福祉士、 主任介護支援専門員）

〇
配
置
基
準

【ア　第１号被保険者（６５歳以上高齢者）数が６,０００人未満の場合】

第１号被保険者 職種及び職員数

（６５歳以上の高齢者）

取組名 指標名

３職種(人)

その他職員(人)

その他職員(人)

３職種(人)

その他職員(人)

３職種(人)

計画どおり配置することができた。

-

-

-

-

計画どおり配置することができた。

-

-

計画どおり配置することができた。

-

１名 いずれか１名

取組名 指標名 進捗状況の説明

設置数
(か所)

市内5つの生活圏域に1カ所ずつ地域包括支援センターを設置し運営している。

-

-

進捗状況の説明

計画どおり配置することができた。ただし、保健師を配置することができなかった。

３職種のうち１～２名

1,000人　～　1,999人 ３職種のうち２名

2,000人　～　2,999人

保健師・看護師 社会福祉士 主任介護支援専門員

概ね1,000人未満

（３）高齢者
が生活しや
すい住まい
の整備

⑤高齢者施設の整備方針について

高齢者施設
の整備方針
について

設定無

看護小規模多機能型居宅介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所が各1施設開設。
公募により、地域密着型特別養護老人ホームの設置法人が選考、決定。

-

-
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年度 計画値 実績値 測定

107 Ｒ６ 6,170 6,259 101.5%

Ｒ７ 6,270 - -

Ｒ８ 6,360 - -

年度 計画値 実績値 測定

108 Ｒ６ 940 865 92.1%

Ｒ７ 945 - -

Ｒ８ 950 - -

年度 計画地 実績値 測定

109 Ｒ６ 20 37 185.0%

Ｒ７ 20 - -

Ｒ８ 20 - -

年度 進捗 実績値 測定

110 Ｒ６ 93.0 99.0 106.5%

Ｒ７ 93.0 - -

Ｒ８ 93.0 - -

８　災害・感染症対策の推進

年度 進捗

111
Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

112 Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

113
Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

114
Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

②在宅避難者への対応（自主防災組織・自治会等との連携、災害時要配慮者支援等）　

-

（２）感染症
等による健
康危機への
対応

福祉部と危機管理部が主体となり、協定福祉避難所を運営する法人に対して、指定福祉避難所の指定に
ついて協議を進め、12施設を指定化した。

-

-

介護サービ
ス事業所の
BCP

設定無

市指定の地域密着型サービス事業所について、BCP策定済かどうか調査済。
未策定の事業所に対し、引き続き策定に向けて支援。

-

-

取組名

-

取組名 指標名 進捗状況の説明

（１）災害へ
の対応

①高齢者施設の整備方針（福祉避難所協定、避難訓練、ライフライン確保等）について　

取組名 指標名 進捗状況の説明

高齢者施設
の整備方針

設定無

在宅避難者
への対応

設定無

市地域防災計画のもと、福祉部と危機管理部が主体となり、調査・連携事業を推進している。

（４）圏域間
の連携

　・市及び地域包括支援センターで課題や解決策について情報共有し、支援体制づくりを推進する。

取組名 指標名 進捗状況の説明

連携会議
会議回数

(回)

管理者会議10回、ケース検討会議27回。計画値を上回る数の会議を行った。

-

-

（５）地域包
括支援セン
ターの事業
評価

　・地域包括支援センター業務を点検・評価した結果を、事業の改善や適切な運営に反映できるよう、適正な評価を実施

取組名 指標名

事業評価
（国）

得点率
（％）

進捗状況の説明

市及び各センターの事業評価の結果を基に、次年度の運営方針を作成した。

-

-

（２）相談体
制の充実と
相談機関の
連携

　 ・相談者に寄り添いながら丁寧な対応を行うとともに、的確な情報の提供や助言を行う。

取組名 指標名 進捗状況の説明

総合相談
相談件数

(件)

計画値を上回る数の相談対応を行った。

-

-

（３）専門職
による介護
支援専門
員の支援体
制

　・介護支援専門員の抱える支援困難事例等について、専門的な介護に関する提言や情報提供する。

取組名 指標名 進捗状況の説明

介護支援専
門員相談件
数

相談件数
(件)

計画値を下回ったが、昨年度の相談件数（788件）よりは上回った。

-

-

指標名 進捗状況の説明

取組名 指標名 進捗状況の説明

③BCP（業務継続計画）について

　・感染症の正しい知識と予防策を実践できるようわかりやすい広報等による啓発と、関係機関等と連携したまん延防止

適切でわか
りやすい広
報周知と関
係機関との
連携

設定無

患者が増加傾向にある感染症についてホームページに啓発記事を掲載し、注意喚起を行いました。また、
保健センターで使用する手指消毒液等の衛生用品を購入し、感染症拡大防止を図りました。

-

-
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１　介護保険制度の適正な運営

年度 進捗

115
Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

116 Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

117 Ｒ６ △

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 計画値 実績値 測定

118 Ｒ６ 1 1 100.0%

Ｒ７ 1 - -

Ｒ８ 1 - -

119 Ｒ６ 20 21 105.0%

Ｒ７ 20 - -

Ｒ８ 20 - -

年度 進捗

120 Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 計画値 実績値 測定

121
Ｒ６ 3 3 100.0%

Ｒ７ 3 - -

Ｒ８ 3 - -

122 Ｒ６ 20 15 75.0%

Ｒ７ 20 - -

Ｒ８ 20 - -

年度 進捗

123
Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

124
Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

125 Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

介護相談員
派遣事業の
実施

設定無

新型コロナウイルスの感染拡大を受け受入休止していた施設についても一部派遣再開しました。

ケアプラン点
検の実施数

件数

介護支援専門員の新規雇用による引継ぎ業務などでケアプラン点検等が進まなかった。

-

指標名 進捗状況の説明

苦情相談体
制の充実

設定無

国保連・地域包括支援センターと情報共有し、連携して解決を図るとともに、ケースによっては県にも情報
提供。地域密着型介護サービス施設に指導監査を実施。

-

-

-

指標名 進捗状況の説明

利用者負担
軽減制度の
活用促進や
個別制度の
周知

設定無

社会福祉法人等による利用者負担軽減制度の利用、高額介護サービス費の支給、負担限度額認定等の
事務を適切に執行。

適切で迅速な
認定体制の整
備、電子化等
による事務効
率化

設定無

-

（３）介護
サービスの
質の向上

①苦情相談体制の充実

取組名

介護認定審査会のリモート開催を導入実施。調査員の雇用を確保し、安定した調査体制を整備。

-

-

サービスの
質の担保

集団指導回数
(回)

zoomにて実施するとともに、参加できない事業所向けに市HPにて資料を掲載。

-

-

運営指導回数
(回)

居宅介護支援事業所：8事業所　地域密着型サービス事業所：13事業所

取組名 指標名 進捗状況の説明

適正化主要
3事業の実施
数

事業数
(事業)

①要介護認定の適正化　②ケアプラン点検（住宅改修の点検、福祉用具購入・貸与調
査を含む）　③医療情報との突合・縦覧点検の主要３事業を実施。

-

-

④低所得者等の負担軽減

取組名

-

-

③介護給付適正化事業の取組

取組名 指標名 進捗状況の説明

事業所の整
備

設定無

看護小規模多機能型居宅介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所が各1施設開設。
公募により、地域密着型特別養護老人ホームの設置法人が選考、決定。

-

（２）介護保
険制度の円
滑な運営や
給付の適正
化

①サービスの質の担保

取組名 指標名 進捗状況の説明

-

事業者への
支援

設定無

介護施設等物価高騰対策支援金を支給。

-

-

-

-

共生型サー
ビスの円滑
な導入

設定無

地域共生型施設の新規整備はなかった。

-

-

-

（１）介護保
険サービス
の推進

①事業所の整備

進捗状況の説明

取組名 指標名 進捗状況の説明

取組名 指標名 進捗状況の説明

第３章　「介護」　～いつまでも自分らしく生きるために～

②事業者への支援

③共生型サービスの円滑な導入

取組名 指標名 進捗状況の説明

②介護相談員派遣事業の実施

②適切な要介護認定の推進

取組名 指標名
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年度 進捗

126 Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

年度 進捗

127
Ｒ６ ◎

Ｒ７ -

Ｒ８ -

２　介護人材の確保と効率化

年度 計画値 実績値 測定

128 Ｒ６ 24 19 79.2%

Ｒ７ 24 - -

Ｒ８ 24 - -

129 Ｒ６ 8 4 50.0%

Ｒ７ 8 - -

Ｒ８ 8 - -

年度 進捗

130 Ｒ６ ○

Ｒ７ -

Ｒ８ -

-

補助制度の実施について事業所へのメール周知等を実施したが、計画値を下回った。
介護支援専
門員等資格
取得補助

補助者数
（人）

介護サービ
ス事業者に
関する情報
の提供

設定無

取組名 指標名 進捗状況の説明

①介護職員初任者研修　　②介護支援専門員等資格取得補助

計画値を下回ったが、令和5年度実績（10人）を上回った。

-

取組名 指標名 進捗状況の説明

介護現場の
生産性向上

設定無

（２）介護現
場の生産性
向上

-

-

（１）介護人
材の確保と

定着

進捗状況の説明

介護職員初
任者研修

修了者数
（人）

（３）介護
サービスの
質の向上

厚労省「介護サービス情報公開システム」、千葉県「ちば福祉ナビ」及びサービス提供事業所一覧を随時更
新しHPにて掲載

-

-

介護保険や
福祉制度に
関する情報
の提供

設定無

地域資源ブックを市役所や各包括支援センター等で配架した。また、市HPに掲載し周知を図った。

-

取組名 指標名 進捗状況の説明

②介護サービス事業者に関する情報の提供

（４）介護保
険などに関
する情報の
提供・周知
啓発

①介護保険や福祉制度に関する情報の提供

-

取組名 指標名

電子申請届出システムにより事業所からの申請等受付開始。

-

-

　・介護ロボット・ICT（情報通信技術）の活用等により、介護現場の職場環境の改選を図る。
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